
   

 

プレスリリース カテゴリー【介護福祉支援(ＡＣ)事業】 

２０１５年５月２５日発信 

報道関係者各位 

 

 

株式会社プローバホールディングスは平成２７年４月２４日(金)付で国立大学法人広島大学、公立大学法人県

立広島大学とアミューズメント機器を活用した介護予防に関する共同研究契約を締結致しました。 

今回の研究は、株式会社広島銀行の仲介を受け、上記両大学の研究者様に、プローバグループの「介護福祉支

援(ＡＣ)事業 注１」の運営をご覧頂いた際、「ヒューマンコミュニケーションの笑顔」について興味を持っていた

だいたことからスタートしました。今後は、アミューズメント機器を活用した介護予防、そして、昨今、問題と

なっている介護従事者の人材育成にお役立ちできるような研究にご協力いただく予定です。 

プローバグループの地域創生に先駆けた取り組みを広く知っていただくことで、地域の皆様からの一層のご支

援、ご協力をいただきたいと思っております。 

 

注1 ＡＣとはアミューズメントカジノの略称で、プローバグループが遊びを提供し続けてきた中で培ったノウハウをもとに、アミューズメント機

器を利用した“脳のリハビリ”効果を推進し、介護福祉に遊びを通じて「笑顔」を生むお手伝いをしている事業です。 

 

【開 始 日】 平成２７年４月２４日から（1年間研究を行う予定） 

 

【研 究 者】 広島大学大学院医歯薬保健学研究院教授 宮口 英樹様 

       広島大学大学院医歯薬保健学研究院講師 石附 智奈美様 

       県立広島大学保健福祉学部 理学療法学科准教授 飯田 忠行様 

       株式会社プローバホールディングス 総合企画部次長 岡 誠 

       株式会社プローバホールディングス 介護福祉支援(ＡＣ)事業課長 木村 佳明、古角 大輔 

       株式会社プローバホールディングス 総務部 川﨑 正貴 

 

【内  容】 アミューズメント機器活用による介護予防、人材育成等、医学的見地からの効果検証を行う。 

 

【研究場所】 広島大学大学院医歯薬保健学研究院・県立広島大学保健福祉学部理学療法学科 

 

 

 

 

 

 

 

広島大学、県立広島大学との共同研究契約について 

本件に関する問い合わせ 広報担当 岡 誠、熊懐 雄太 

            TEL：082-831-2608 E-mail：y_kumadaki@provanet.co.jp 
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広島大学、県立広島大学との 

共同研究の契約締結について 

≪会社概要≫ 

株式会社プローバホールディングス 

代表取締役社長 平本直樹 

設立：1963年 10月 

事業内容：アミューズメント事業等 

http://www.provanet.co.jp/ 


